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Abstract 
The main accelerator of SACLA (SPring-8 Angstrom Compact Free Electron Laser) is the C-band (5712 MHz) 

accelerator. In order to obtain high accelerating gradient (typ. 35 MV/m), an RF pulse compressor (SLED) is used. 
Precise tuning of resonant frequency is necessary to maximize power efficiency, to reduce the RF reflection, and to 
improve the stability. Mechanical tuners of both cavities were adjusted to meet the target value of 5712 0.05 MHz and 
VSWR < 1.15. After the high power RF conditioning, the resonant frequencies were finally tuned to be 5712 0.02 
MHz by controlling the temperature of cooling water. In order to suppress the “spiky” waveform in the RF pulse 
compressor output, which causes the HV breakdown, an amplitude modulation was applied. It effectively reduced 20% 
of the peak power compared to the simple square wave, conserving the effective acceleration energy gain. The beam 
energy multiplication factor was about 2, which is consistent with the designed value. We confirmed the operational 
performance of the RF pulse compressor, which enables us to obtain designed accelerating gradient of 35 MV/m 

SACLA C バンド加速器における RF パルス圧縮器の調整 

1. はじめに 
SPring-8 キャンパス内に昨年度に完成した X 線自

由電子レーザー施設（愛称 SACLA：SPring-8 
Angstrom Compact Free Electron Laser）[1]では、限ら
れた敷地に 8 GeV の電子加速器とアンジュレータ、
実験施設を納めるため、加速電場の高い C バンド加
速器を主加速器として使用している[2]。C バンド加
速器では、加速管に供給する RF 電力を増倍し加速
電場を高めるために、RF パルス圧縮器（SLED）を
使用する。SACLA では、クライストロンからの約
35 MW の出力を RF パルス圧縮器にてピーク 200 
MW、幅 500 nsec のパルスとし、これを 2 本の 1.8 
m 進行波型加速管に供給して加速電場 35MV/m を得
る設計となっている。これを 64 ユニット使用する。 

RF パルス圧縮器では、高い Q 値を持つ空胴に RF
電力を蓄積させるため、空胴の共振周波数が励振周
波数（5712 MHz）からずれると、圧縮後の出力が
低下する。私達は、共振周波数を±20 kHz 以内に合
わせることを目標とし、調整を行った。まず空胴の
チューナー機構を調整し、次に温度を最適化するこ
とにより、共振周波数を目標の範囲に納めた。 

また、大電力 RF での運転に際しては、加速管で
の放電を減らすため、低電力 RF にて振幅変調をか
けることにより出力波形の整形を行った。 

本プロシーディングスでは、こうした周波数調整
と、出力波形の整形の結果について、報告する。 

 

2. RF パルス圧縮器の概要 
RF パルス圧縮器の写真を図１に示す。クライス

トロンからの大電力 RF は、まず 3dB ハイブリッド

結合器で半分に分配され、2 台の共振空胴に蓄積さ
れる。一定時間経過後に RF の位相を反転させると、
共振空胴に蓄積した RF 電力がクライストロン出力
に重畳され、3dB 結合器の出力ポートに取り出され
る。こうして RF パルスを時間的に圧縮することに
よりピーク電力を高め、電子ビーム通過時の加速電
場を増す。RF パルス圧縮器のパラメータを表１に
まとめる。 

表 1：RF パルス圧縮器のパラメータ 

共振周波数 5712 MHz 

共振モード TE0,1,15 

Q0（実測） 約 185,000 

（実測） 約 9.0 

VSWR（実測） 1.15 以下 

最大運転条件 入力 50 MW×2.5μsec 

2.0μsec にて位相反転 

繰り返し 60 pps 

加速エネルギー  
増倍率 

2 倍（加速管の tF=300 nsec
に対して） 

 
共振空胴は、高い Q 値（理論値 Q0～190,000）を

持つ TE0,1,15 の円筒モードを使用する。リニアコラ
イダーの開発時には、マルチバンチ運転のため出力
のパルス幅を広げられる三連型の空胴が開発された
[3]が、SACLA ではリニアコライダーほどのパルス
幅を広げる必要はなく、単空胴を採用した。空胴の
端板にはチューニング機構が設けられ、端板の薄肉
部より内側の部分を撓ませて共振周波数を調整して
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図 1： SACLA 加速器トンネルにて、RF パル

ス圧縮器が壁面に設置されている様子。 
 

集積型立体回路 
(3dB 結合器) 

共振空胴 

モードコンバータ 

電熱ヒータ 

いる[4]。チューナーには差動ネジ（1 回転あたり 0.1 
mm の送り=500 kHz の周波数シフトに相当）が用い
られ、10 kHz 以下での微小な調整が可能となってい
る。空胴の周波数調整に関しては次節以降で述べる。 

共振空胴と 3dB 結合器との接続部には、モード
コンバータ[3]と呼ばれる変換器が用いられる。これ
は導波管を伝送する□TE10 モードから○TE01 モー
ドに変換しスムーズに接続するためのものである。
変換部は十字型に４つの結合孔を持ち、位相反転時
に生じるピーク電場を軽減している。 

3dB 結合器には、入出力の導波管部にモニタ用の
方向性結合器や真空引き口を有する集積型立体回路
と呼ばれる部品を開発し使用している[5]。これは、 

ひとつの銅ブロック上に回路を集積し、機械加工
で製作することにより生産性を向上させたものであ
る。方向性結合器はサイドカップル型（結合度 -
60dB）で、クライストロン出力と戻り（Kly_Fwd、
Kly_Bwd）、RF パルス圧縮器からの出力と加速管
からの戻り（Sled_Fwd、Sled_Bwd）の 4 つのモニタ
信号を取得することができる。 

SACLA では、高電場による放射線の発生を懸念
し、RF パルス圧縮器を加速器トンネル内に設置し
ている。従って、運転中はチューナーによる周波数
調整はできないが、代わりに冷却水の温度を変更す
ることにより周波数を調整（温度係数-96 kHz/℃）
することができる。SACLA では、共振空胴に流れ
る冷却水の温度を高精度に調節し、空胴の共振周波
数を最終調整しつつ 0.1℃以下で安定化させる温度
調節システムが設けられている[6]。冷却水の温度は、
配管の上流側に設けられた電熱ヒータの電力を操作
し、26.5℃～31℃の範囲で変更が可能である。 

 

3. 共振空胴の周波数調整 

3.1 要求精度と調整手順 

空胴の共振周波数が、使用 RF の周波数（5712 
MHz）からずれた場合、下記の影響が生じる。 
 

①両空胴ともに周波数がずれた場合 
空胴に蓄積する RF の位相が蓄積時間とともに流れ、
位相反転後の出力が低下する。また位相も変化する。
SACLA の場合、空胴の周波数が 100 kHz ずれた時
に、位相反転後出力の RF 電力は約 10%低下（増倍
率は約 5%低下）し、位相は約 17 度変化する。空胴
の周波数を合わせることは、効率を高めることに加
えて、温度変動時の出力変動を低減するためにも重
要である。温度が±0.02℃変動した時に RF 電力の
変化を 0.1%以下に抑えるためには、両空胴の周波
数を 5712 MHz±20 kHz 以内に合わせる必要がある。 

 
②両空胴の周波数が異なる場合 
3dB 結合器での整合が取れなくなり、クライストロ
ンへの戻りパワーが増大する。VSWR を 1.1 以下に
抑えるためには、両空胴の周波数を 5712 MHz±30 
kHz 以内で一致させる必要がある。 
 
私達はまず、低電力 RF にて両空胴のチューナー

を操作して①と②を調整した。次に大電力 RF にて、
冷却水の温度を変えて実運転時の①を最適化した。 

3.2 低電力 RF による調整 

SACLA の RF パルス圧縮器 64 台は、2007 年より
2009 年にかけて、三菱重工業㈱・神戸造船所にて
製作された。製作の状況および工場試験の結果は、
文献[4]に詳しく報告されている。組立完了後には、
低電力 RF による測定およびチューナー調整を行っ
た。共振周波数を 5712 MHz に合わせつつ、VSWR
が全体的に小さくなるよう調整する。この測定では
空胴内を真空に引いた状態で行い、また、冷却配管
に通水して温度を安定化している。 

しかし、RF パルス圧縮器 27 台を製作し、据付を
数か月後に控えた時点で、温度変化に対する共振周
波数の換算を間違えていたことが発覚した。工場に
て再調整することは工程上難しかったため、
SACLA 加速器トンネルにて据付後に改めて、低電
力 RF によるチューナーの調整を行うこととした。
残りの 37 台については、工場での調整で済ませた。 

据付後の現地調整では、図 2 に示すように、ネッ
トワークアナライザの片端を 3dB 結合器の入力ポー
ト（上部）に接続し、他端を方向性結合器の
Sled_Fwd に接続した。調整後の共振周波数と
VSWR の測定例を図 3 に示す。方向性結合器の結合
度は約-60dB であり、このオフセットを差し引けば、
共振周波数の測定には問題は生じない。一方、
VSWR の測定においては、3dB 結合器の出力ポート
側に接続された加速管等での反射が重なる。ただし、
これらの反射による VSWR は高々1.1 程度であり、
スパン 2 MHz の測定レンジにおいて十分に滑らか
であるので、RF パルス圧縮器の周波数ずれに伴う
VSWR 悪化とは十分に判別可能である。なお、この
測定時も、空胴内を真空に引き、30℃に温度調整し
た冷却水を通水して測定を行った。 
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こうした調整の結果を、図 4 にまとめる。現地調
整後（青印）の VSWR の測定では、前述のように
加速管等の反射が含まれるので値が大きくなってい
るが、それでも 1.15 以下であり、クライストロン
の動作許容値（VSWR<1.2）以内に納まっている。
周波数については、おおむね±20kHz 以内に納まっ
た。一部 50kHz ほどずれているものがあるが、次節
で述べる冷却水の調整範囲（±96 kHz）に十分に納
まっているので問題ない。 

 

3.3 大電力 RF 運転時の、温度による周波数調整 

実際の大電力 RF による運転時には、まず空胴の
発熱による周波数の変化を考慮する必要がある。私
達は 2 節で述べた温度調節システムにて、共振空胴
に埋め込まれた測温抵抗体にて物温を測定し、運転
条件を変えた時も物温が常に最適温度となるように
冷却水の温度を制御している[5]。しかしながら、局
所的な温度分布等により、いくらか運転条件に依存
して変化する。次に、クライストロンからの出力が
理想的な方形波ではなく、振幅や位相のリップルを
伴っていることによる影響がある。最後に、温度計
の絶対校正誤差により、温度表示値が異なる可能性
がある。このように、大電力 RF での最適温度は、
低電力 RF での最適温度と異なる可能性があるため、
最終的な周波数調整は、実際に大電力 RF を用いて
行った。なお、現在の運転では主に運転繰り返し
10 pps で運転を行っているので、以下の調整は全て
10 pps にて行った。 

温度調節システムの設定温度を±0.5℃変化させ
た時の RF パルス圧縮器からの出力（Sled_Fwd）波
形を、図 5 に示す。3700 nsec 付近の位相反転時の
位相に着目すると、この前後の位相が等しい時に出
力の振幅が最大となっていることがわかる。これは、
空胴に蓄積された RF の位相と、反転後の出力 RF
の位相が等しい時に最大の効率が得られるからであ
る。各ユニットにて、大電力 RF 運転時の Sled_Fwd
波形を取得し、それぞれの波形について 3700 nsec
前後の位相差をゼロとするような温度を計算した。
これを最適温度とみなし、各ユニットの温度調節シ
ステムにおける設定温度を変更した。最後に、最適
温度から±0.5℃変化させ、Sled_Fwd 波形の振幅を
測定し、最適値にいることを確認した。図 6 に、温
度を変化させた時の振幅変化の例を示す。設定温度
の時に、最大の出力となっていることがわかる。こ
うして全ての RF パルス圧縮器の周波数を、ほぼ±
20 kHz（±0.2℃）以内に納めた。 

図 2：現地でのチューナー調整の光景。 

Port-2 

Port-1 

チューナー 

図 3：現地調整後の S21、S22 特性の例。 
Port-1：Sled_Fwd ポート（結合度 約-60dB） 
Port-2：3dB 結合器の入力ポート 

S21  LogMag 
f=5711.994 MHz 

S22  SWR 
=1.11 

図 4： 低電力 RF にて測定した、各ユニット

の 30℃での共振周波数と VSWR。赤印は工場

試験での測定、青印は現地調整後の測定結果

による。現地調整後の VSWR 測定には、加速

管等からの反射を含むため、値が大きくなっ

ている。 
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図 5：温度を±0.5℃変化させた時の Sled_Fwd
信号の振幅および位相の変化。位相について

は、加速管出口での 4200 nsec 付近の位相が一

定になるよう、低電力 RF にてフィードバック

制御を行っているため、この付近の線が重

なって見える。 

位相反転前後の位相差が 
ゼロとなる温度を選択 

図 6： RF パルス圧縮器の設定温度を変化させ

た時の、Sled_Fwd ピーク部の振幅の変化。そ

れぞれ矢印で示した温度を最適温度として設

定した。 

4. パルス尖頭部の平坦化 
RF パルス圧縮器からの出力（Sled_Fwd）は、位

相反転直後にスパイク状の高いピーク電力を持つ部
分がある。この部分は、加速管等で放電を引き起こ
す要因となる。そこで、位相反転直後に低電力 RF
にて振幅変調をすることによりピーク電力を抑え、
放電の頻度を減らした。図 7 に、いくつかの振幅変
調を行った際のクライストロン出力（Kly_Fwd）と
RF パルス圧縮器の出力（Sled_Fwd）を示す。また、
それぞれの振幅変調を行った時の、Sled_Fwd 信号
のピーク強度と、ピーク付近 300 nsec の平均電力よ
り求めた加速電場、加速エネルギーに対する増倍率
を表 2 にまとめる。「AM 100ns」「AM 300ns」は
それぞれ、位相反転後 100 nsec、300 nsec に渡って
ピーク部を打ち消すような振幅変調をかけたもので
ある。なお、「AM 300ns」にて、クライストロン
出力波形平坦部の凸凹が変化しているのは、高電圧
パルスのタイミングが異なっていたためであり、本
題には影響しない。「FIR 130ns」は位相反転パター
ンに対して時間幅 130nsec の FIR フィルター（移動
平均）をかけ平滑化したものである。Ideal（緑の点
線）は、クライストロン出力が理想的な方形波（位
相反転も瞬時に行われる）の場合の波形を、実測の
Q 値とより計算したものである。 

表 2 を見ると、振幅変調や平滑化をしたものは、
理想的な方形波に比べて増倍率を低下させずにピー
ク強度を 20%以上抑えることに成功している。そこ
で私達は、「AM 100ns」の振幅変調を全数に適用
し、ピーク強度を抑えた。図 8 に、各ユニットでの
加速エネルギーの増倍率を示す。RF 電力の測定に
関して最大 10%程度の系統誤差はあるにせよ、増倍
率はほぼ設計どおりの 2 倍前後が得られており、
RF パルス圧縮器が想定通り働いていることが確か
められた。 

現在のビーム調整運転では、C バンド加速器はお
おむね 35 MV/m から 37MV/m 程度の加速電場にて、
最終エネルギー7.0 GeV～7.4  GeV にて運転が行わ
れている[2]。Sled_Fwd 信号の強度より求めた加速電
場の合計と電子ビームの実測エネルギーとを比較す
ると、5%程度の精度で一致している。C バンド加
速器にて RF パルス圧縮器は設計通りの性能を発揮
し、高加速勾配での運転に寄与している。 

 

表 2：振幅変調の種類と出力波形のピーク値、加速
管での加速エネルギー増倍率と加速電場 

 ピーク強度 増倍率 加速電場 

AM 100ns 204 MW 2.1 倍 38.3 MV/m 

AM 300ns 135 MW 1.8 倍 33.6 MV/m 

FIR 130ns 224 MW 2.1 倍 38.4 MV/m 

Ideal 258 MW 2.1 倍 38.8 MV/m 

 

Proceedings of the 8th Annual Meeting of Particle Accelerator Society of Japan (August 1-3, 2011, Tsukuba, Japan) 

- 1281 - 



図 7：振幅変調を行った時の、クライストロ

ン出力波形と RF パルス圧縮器の出力波形。そ

れぞれの変調方法については、本文を参照の

こと。 

図 8 ： 測 定 し た ク ラ イ ス ト ロ ン 出 力

（ Kly_Fwd ） と RF パ ル ス 圧 縮 器 出 力

（Sled_Fwd）より計算した、加速管でのエネ

ルギー増倍率。最上流部の CB01-1 より CB16-
4 までの 55 台（CB15-2 は故障停止中）につい

て記している。 

 

5. まとめ 
SACLA の C バンド加速器における RF パルス圧

縮器 62 台について、空胴のチューナーによる調整
と温度の調整を行い、共振空胴の周波数を±20 kHz
以内で最適化した。また、位相反転時のピーク電力
を抑えるため低電力 RF での振幅変調を行い、尖頭
を平坦化した。RF パルス圧縮器の加速エネルギー
増倍率は設計通りの約 2 倍が得られており、高加速
勾配（約 35 MV/m）での運転を実現している。 

謝辞 

 RF パルス圧縮器の製作にあたっては、三菱重工

業㈱の沖平氏、井上氏をはじめ多くの方々の尽力に

より素晴らしい品質のものが出来上がりました。据

付後のチューナー調整、および大電力 RF エージン

グに際しては益田氏ほか SES チーム 6 名に、温度

調節システムに関しては XFEL の高橋氏と長谷川氏

に、振幅変調に関しては XFEL の大島氏に、特に感

謝いたします。そのほか、XFEL に関係する多くの

方々のお陰で日々、C バンド加速器が運転できてい

ること、感謝いたします。 
 

参考文献 
[1] 田中均、“動き始めた X 線自由電子レーザー施設

SACLA の運転状況”、本学会報告集 (2011). 

[2] 白澤克年、ほか、“SACLA 主加速器の運転状況”、本

学会報告集 (2011). 

[3] T. Shintake, et. al., “Development of C-band 

RF Pulse Compression System for e+e- Linear 

Collider”, Proceedings of PAC97, (1997). 

[4] 沖平和則、ほか、“C-band RF パルスコンプレッサー

の量産結果報告”、第 7 回日本加速器学会年会、 

(2010). 

[5] 三浦厚、ほか、“Ｃバンド集積型立体回路の開発”、

第 3回日本加速器学会年会、 (2006). 

[6] T. Hasegawa, et. al., “Status of a precise 

temperature-regulation system for the C-band 

accelerator at XFEL/SPring-8”, Proceedings of 

IPAC10, (2010). 

 

Proceedings of the 8th Annual Meeting of Particle Accelerator Society of Japan (August 1-3, 2011, Tsukuba, Japan) 

- 1282 - 



<<
  /ASCII85EncodePages true
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles false
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile ()
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 524288
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts false
  /TransferFunctionInfo /Preserve
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /ABSALOM
    /AgencyFB-Bold
    /AgencyFB-Reg
    /Algerian
    /ALIBI
    /AllegroBT-Regular
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /ArialRoundedMTBold
    /ArialUnicodeMS
    /AvantGardeITCbyBT-Book
    /AvantGardeITCbyBT-BookOblique
    /AvantGardeITCbyBT-Demi
    /AvantGardeITCbyBT-DemiOblique
    /BankGothicBT-Medium
    /BaskOldFace
    /Batang
    /BATAVIA
    /Bauhaus93
    /BellMT
    /BellMTBold
    /BellMTItalic
    /BenguiatITCbyBT-Bold
    /BerlinSansFB-Bold
    /BerlinSansFBDemi-Bold
    /BerlinSansFB-Reg
    /BernardMT-Condensed
    /BernhardFashionBT-Regular
    /BernhardModernBT-Bold
    /BernhardModernBT-BoldItalic
    /BlackadderITC-Regular
    /BodoniMT
    /BodoniMTBlack
    /BodoniMTBlack-Italic
    /BodoniMT-Bold
    /BodoniMT-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed
    /BodoniMTCondensed-Bold
    /BodoniMTCondensed-BoldItalic
    /BodoniMTCondensed-Italic
    /BodoniMT-Italic
    /BodoniMTPosterCompressed
    /BookAntiqua
    /BookAntiqua-Bold
    /BookAntiqua-BoldItalic
    /BookAntiqua-Italic
    /BookmanOldStyle
    /BookmanOldStyle-Bold
    /BookmanOldStyle-BoldItalic
    /BookmanOldStyle-Italic
    /BookshelfSymbolSeven
    /BradleyHandITC
    /BremenBT-Bold
    /BritannicBold
    /Broadway
    /BrushScriptMT
    /Calibri
    /Calibri-Bold
    /Calibri-BoldItalic
    /Calibri-Italic
    /CalifornianFB-Bold
    /CalifornianFB-Italic
    /CalifornianFB-Reg
    /CalisMTBol
    /CalistoMT
    /CalistoMT-BoldItalic
    /CalistoMT-Italic
    /Cambria
    /Cambria-Bold
    /Cambria-BoldItalic
    /Cambria-Italic
    /CambriaMath
    /Candara
    /Candara-Bold
    /Candara-BoldItalic
    /Candara-Italic
    /CASMIRA
    /Castellar
    /Centaur
    /Century
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CenturySchoolbook
    /CenturySchoolbook-Bold
    /CenturySchoolbook-BoldItalic
    /CenturySchoolbook-Italic
    /CharlesworthBold
    /Chiller-Regular
    /ColonnaMT
    /ComicSansMS
    /ComicSansMS-Bold
    /Consolas
    /Consolas-Bold
    /Consolas-BoldItalic
    /Consolas-Italic
    /Constantia
    /Constantia-Bold
    /Constantia-BoldItalic
    /Constantia-Italic
    /CooperBlack
    /CopperplateGothic-Bold
    /CopperplateGothicBT-Bold
    /CopperplateGothic-Light
    /Corbel
    /Corbel-Bold
    /Corbel-BoldItalic
    /Corbel-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /CurlzMT
    /DauphinPlain
    /EdwardianScriptITC
    /ELEGANCE
    /Elephant-Italic
    /Elephant-Regular
    /ELLIS
    /English111VivaceBT-Regular
    /EngraversMT
    /ErasITC-Bold
    /ErasITC-Demi
    /ErasITC-Light
    /ErasITC-Medium
    /EstrangeloEdessa
    /EXCESS
    /FelixTitlingMT
    /FootlightMTLight
    /ForteMT
    /FranklinGothic-Book
    /FranklinGothic-BookItalic
    /FranklinGothic-Demi
    /FranklinGothic-DemiCond
    /FranklinGothic-DemiItalic
    /FranklinGothic-Heavy
    /FranklinGothic-HeavyItalic
    /FranklinGothic-Medium
    /FranklinGothic-MediumCond
    /FranklinGothic-MediumItalic
    /FreestyleScript-Regular
    /FrenchScriptMT
    /FuturaBlackBT-Regular
    /FuturaBT-Bold
    /FuturaBT-BoldItalic
    /FuturaBT-ExtraBlack
    /FuturaBT-Light
    /FuturaBT-LightItalic
    /Garamond
    /Garamond-Bold
    /Garamond-Italic
    /Gautami
    /GENUINE
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Gigi-Regular
    /GillSansMT
    /GillSansMT-Bold
    /GillSansMT-BoldItalic
    /GillSansMT-Condensed
    /GillSansMT-ExtraCondensedBold
    /GillSansMT-Italic
    /GillSans-UltraBold
    /GillSans-UltraBoldCondensed
    /GloucesterMT-ExtraCondensed
    /GoudyHandtooledBT-Regular
    /GoudyOldStyleBT-Bold
    /GoudyOldStyleBT-BoldItalic
    /GoudyOldStyleBT-Italic
    /GoudyOldStyleBT-Roman
    /GoudyOldStyleT-Bold
    /GoudyOldStyleT-Italic
    /GoudyOldStyleT-Regular
    /GoudyStout
    /Haettenschweiler
    /HarlowSolid
    /Harrington
    /HELTERSKELTER
    /HERMAN
    /HighTowerText-Italic
    /HighTowerText-Reg
    /Humanist521BT-Bold
    /Humanist521BT-BoldItalic
    /Humanist521BT-Italic
    /Humanist521BT-Roman
    /Impact
    /ImprintMT-Shadow
    /InformalRoman-Regular
    /ISABELLE
    /JOAN
    /Jokerman-Regular
    /JuiceITC-Regular
    /JUSTICE
    /KabelITCbyBT-Book
    /KabelITCbyBT-Ultra
    /Kartika
    /KristenITC-Regular
    /KunstlerScript
    /Latha
    /LatinWide
    /Lithograph-Bold
    /LithographLight
    /LucidaBright
    /LucidaBright-Demi
    /LucidaBright-DemiItalic
    /LucidaBright-Italic
    /LucidaCalligraphy-Italic
    /LucidaConsole
    /LucidaFax
    /LucidaFax-Demi
    /LucidaFax-DemiItalic
    /LucidaFax-Italic
    /LucidaHandwriting-Italic
    /LucidaSans
    /LucidaSans-Demi
    /LucidaSans-DemiItalic
    /LucidaSans-Italic
    /LucidaSans-Typewriter
    /LucidaSans-TypewriterBold
    /LucidaSans-TypewriterBoldOblique
    /LucidaSans-TypewriterOblique
    /LucidaSansUnicode
    /Magneto-Bold
    /MaiandraGD-Regular
    /MANDELA
    /Mangal-Regular
    /Mathematica1
    /Mathematica1-Bold
    /Mathematica1Mono
    /Mathematica1Mono-Bold
    /Mathematica2
    /Mathematica2-Bold
    /Mathematica2Mono
    /Mathematica2Mono-Bold
    /Mathematica3
    /Mathematica3-Bold
    /Mathematica3Mono
    /Mathematica3Mono-Bold
    /Mathematica4
    /Mathematica4-Bold
    /Mathematica4Mono
    /Mathematica4Mono-Bold
    /Mathematica5
    /Mathematica5-Bold
    /Mathematica5Mono
    /Mathematica5Mono-Bold
    /Mathematica6
    /Mathematica6Bold
    /Mathematica6Mono
    /Mathematica6MonoBold
    /Mathematica7
    /Mathematica7Bold
    /Mathematica7Mono
    /Mathematica7MonoBold
    /MATTEROFFACT
    /MaturaMTScriptCapitals
    /MICRODOT
    /MicrosoftSansSerif
    /Mistral
    /Modern-Regular
    /MonotypeCorsiva
    /MSOutlook
    /MS-PGothic
    /MSReferenceSansSerif
    /MSReferenceSpecialty
    /MS-UIGothic
    /MT-Extra
    /MVBoli
    /NATURALBORN
    /NEOLITH
    /NiagaraEngraved-Reg
    /NiagaraSolid-Reg
    /OCRAExtended
    /OldEnglishTextMT
    /Onyx
    /OPENCLASSIC
    /OzHandicraftBT-Roman
    /PalaceScriptMT
    /PalatinoLinotype-Bold
    /PalatinoLinotype-BoldItalic
    /PalatinoLinotype-Italic
    /PalatinoLinotype-Roman
    /Papyrus-Regular
    /Parchment-Regular
    /Perpetua
    /Perpetua-Bold
    /Perpetua-BoldItalic
    /Perpetua-Italic
    /PerpetuaTitlingMT-Bold
    /PerpetuaTitlingMT-Light
    /Playbill
    /PMingLiU
    /PoorRichard-Regular
    /PosterBodoniBT-Roman
    /PRETEXT
    /Pristina-Regular
    /PUPPYLIKE
    /Raavi
    /RADAGUND
    /RageItalic
    /Ravie
    /REALVIRTUE
    /Rockwell
    /Rockwell-Bold
    /Rockwell-BoldItalic
    /Rockwell-Condensed
    /Rockwell-CondensedBold
    /Rockwell-ExtraBold
    /Rockwell-Italic
    /ScriptMTBold
    /SerifaBT-Bold
    /SerifaBT-Italic
    /SerifaBT-Roman
    /SerifaBT-Thin
    /SHELMAN
    /ShowcardGothic-Reg
    /Shruti
    /SimSun
    /SnapITC-Regular
    /SouvenirITCbyBT-DemiItalic
    /SouvenirITCbyBT-Light
    /SouvenirITCbyBT-LightItalic
    /Staccato222BT-Regular
    /Stencil
    /Swiss911BT-ExtraCompressed
    /Sylfaen
    /SymbolMT
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TempusSansITC
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /TRENDY
    /Tunga-Regular
    /TwCenMT-Bold
    /TwCenMT-BoldItalic
    /TwCenMT-Condensed
    /TwCenMT-CondensedBold
    /TwCenMT-CondensedExtraBold
    /TwCenMT-Italic
    /TwCenMT-Regular
    /TypoUprightBT-Regular
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
    /VinerHandITC
    /Vivaldii
    /VladimirScript
    /Vrinda
    /Webdings
    /Wingdings2
    /Wingdings3
    /Wingdings-Regular
    /WP-ArabicScriptSihafa
    /WP-ArabicSihafa
    /WP-BoxDrawing
    /WP-CyrillicA
    /WP-CyrillicB
    /WP-GreekCentury
    /WP-GreekCourier
    /WP-GreekHelve
    /WP-HebrewDavid
    /WP-IconicSymbolsA
    /WP-IconicSymbolsB
    /WP-Japanese
    /WP-MathA
    /WP-MathB
    /WP-MathExtendedA
    /WP-MathExtendedB
    /WP-MultinationalAHelve
    /WP-MultinationalARoman
    /WP-MultinationalBCourier
    /WP-MultinationalBHelve
    /WP-MultinationalBRoman
    /WP-MultinationalCourier
    /WP-Phonetic
    /WPTypographicSymbols
    /ZapfElliptical711BT-Bold
    /ZapfElliptical711BT-BoldItalic
    /ZapfElliptical711BT-Italic
    /ZapfElliptical711BT-Roman
    /ZurichBT-RomanExtended
    /ZWAdobeF
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /SyntheticBoldness 1.000000
  /Description <<
    /ENG ()
    /ENU (Setup for JACoW - paper size, embed all fonts, compression, Acrobat 7 compatibility.)
    /JPN ()
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.000 791.000]
>> setpagedevice




